
シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 実習（建築類型）  

 

 
 

教   科 工業 単位数 ４ 学科・学年 建築インテリア工学科 ２年 

使用教科書 新版 建築実習１（実教出版） 新版 建築実習２（実教出版） 

副教材等  

 
 

 
「実習」の到達目標は 

 

  

(1) 建築インテリア分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに、関連する技術を

身に付ける。 

(2) 建築インテリア分野の技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業

技術の進展に対応し解決する力を養う。 

(3) 建築インテリア分野に関する技術の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

工業技術の建築インテリア分

野に関する基礎的な知識と技

能を身につけ、工業の発展と環

境・資源などとの調和のとれた

ものづくりを合理的に計画し、

実際の仕事を適切に処理する

技能を身につけている。 

工業技術に関する諸問題の適切

な解決をめざして、広い視野か

らみずから思考し、基礎的な知

識と技術を活用して適切に判断

し、その結果を的確に表現し伝

える能力を身につけている。 

工業技術について主体的に興

味・関心を持ち、その改善向上

をめざして意欲的に取り組む

とともに、 社会の発展に役立

つ技術開発を積極的に学ぶ態

度を身につけている。 

評

価

の

方

法 

・年間３回の定期考査 

・レポートにおける記述 

・授業中の発言 

・作品の仕上がり 

・年間３回の定期考査 

・レポートにおける記述 

・授業中の発言 

・授業中の発言 

・レポートにおける記述 

・授業中の行動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

計画・設計 

・建築パース 

・建築模型 

・建築物の外観パース・

内観パースの描き方

を理解し、正しく描く

技能を身につけてい

る。 

・スチレンボードの加工

方法や模型の製作手

順を理解し、正確に模

型を製作する技術を

身につけている。 

・建築物の外観パース・

内観パースの描き方

を適切に思考・判断

し、美しいパースの表

現方法を身につけて

いる。 

・スチレンボードの加工

方法や模型の製作手

順を思考・判断し、表

現する力を身につけ

ている。 

・敷地の大きさ、間取り、

方角などの条件に合

わせて造園の計画が

できる。 

・建築物の外観パース・

内観パースの描き方

に興味・関心をもち、

正しいパースが描け

る実践的な態度を身

につけている。 

・スチレンボードの加工

方法や模型の製作手

順、造園計画に興味・

関心をもち建築模型

を製作する実践的な

態度を身につけてい

る。 

測量・材料 
・レベル測量 
・セオドライト測量 
・コンクリート圧縮強
度試験 

・鉄筋引張試験 
・アーク溶接 

・測量器械の正しい使用

方法を理解し、正確に

測量するための技能

を身につけている。 

・建築材料であるコンク

リート、鋼材について

それぞれの特徴を正

しく理解している。 

・溶接技術の基本を正し

く理解し、溶接の基礎

的技術を身に付けて

いる。 

・測量機器の正しい使用

方法を思考・判断し、

正確な値を導き出す

ことができる。 

・建築材料の特徴につい

てそれぞれ思考・判断

し、表現することがで

きる。 

・溶接の安全な作業方法

を思考・判断し表現す

ることができる。 

 

 

・使用機器に応じた正し

い使用方法に主体的

に興味・関心を持ち、

安全に配慮して意欲

的に作業に取り組む

態度を身につけてい

る。 

木工事 

・部材の墨付け 

・ほぞ孔、ほぞの加工 

・用途に応じた手工具の

正しい選定や使用方

法の知識を習得し、安

全に配慮した作業方

法の技能を身につけ

ている。 

・正確に効率よく木材を

加工する技能を身に

つけている。 

・用途に応じた手工具の

正しい選定や使用方

法を適切に思考・判断

し、安全に配慮した作

業法を表現する技量

を身につけている。 

・用途に応じた手工具の

正しい選定や使用方

法に主体的に興味・関

心を持ち、安全に配慮

して意欲的に作業に

取り組む態度を身に

つけている。 

PC 

・積算 

・プレゼンテーション 

・計算ソフトの正しい操

作技術を身に付けて

いる。 

・わかりやすいプレゼン

テーション技術を身

に付けている。 

・与えられた課題につい

て、正しく思考・判断し

正確に表現することが

できる。 

・PC の正しい使用方法

をに主体的に興味・関

心を持ち、意欲的に取

り組む態度を身に付

けている。 

1 年間の評定は、４つの講座を、知識・技能（技術）を重視し総合的に判断して決定します。 

 
 

 

 

 

 

 



３．学習の計画と評価の観点 

 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１
学
期
～
３
学
期 

４
月
～
３
月 

設計・計画 

・建築パース 

・建築模型 

・一消点の内観パース、二消点の外観パースの描き方

を理解し、正しく・見やすいパースを表現できるよう

にする。 

・スチレンボードの加工方法、模型の製作手順を理解

し、効率よく作業ができるようにする。 

・造園計画に必要な要素を理解し、模型で表現する。 

〇 〇 〇 
一
学
期
期
末
考
査
・
二
学
期
中
間
考
査
・
学
年
末
考
査
で
各
パ
ー
ト
の
考
査
を
行
う
。 

測量・材料 
・レベル測量 
・セオドライト測量 
・コンクリート圧縮強度
試験 

・鉄筋引張試験 
・アーク溶接 

・測量に使用する機器・器具の操作方法、測定するため

に必要な知識、測定方法、さらに建築の工事現場で行

われている工事測量の基本について学習する。 

・建築に用いられるコンクリート、鋼材についてそれぞ

れの実験を行い、材種による力学的性質を理解する。 

・溶接の基礎・基本的な技術を習得する。 

〇 〇 〇 

木工事 

・部材の墨付け 

・ほぞ孔、ほぞの加工 

・加工道具の選定や扱いかたを理解し、作業を正しい

手法で能率よく進められるようにする。 

・墨付けから組み立てまでの工程を体験し、仕口のきざ

みの流れを理解する。 

〇 〇 〇 

PC 

・積算 

・プレゼンテーション 

・建築物をつくるために必要な積算を効率よく実施す

るため、PCを活用した計算方法、集計方法を習得す

る。 

・建築に必要なプレゼンテーション技術を習得する。 

〇 〇 〇 

４パート編成で、４講座をローテーションする 

 



 

シラバス                                        岐阜県立高山工業高等学校 
 

 製図（建築類型）  

 

 
 

教   科 工業 単位数 ３ 学科・学年 建築インテリア工学科 ２年 

使用教科書 建築設計製図（実教出版） 

副教材等  

 
 
 

「製図（建築類型）」の到達目標は 
 

  

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野の製図

に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

(1) 建築インテリア分野に関する製図について日本産業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解する

とともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) 製作図や設計図に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展

に対応し解決する力を養う。 

(3) 建築インテリア分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を目

指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

建築設計製図に関する学習や

作図・課題演習を通して、建

築設計製図に関する基本的な

概念や総合的な把握の仕方を

理解し、各種建築工事におけ

る設計図書の意義や役割、作

図手順などの知識・技能を身

につけている。 

各種建築工事に使用される設計

図書作成に関する諸問題を、総

合的な見地から的確に把握し考

察を深め、建築設計製図におけ

る基礎的・基本的な知識を活用

して適切に思考・判断し、創意

工夫した製図法で的確に表現す

る力を身につけている。 

各種建築工事に使用される設

計図書を作成することに興

味・関心をもち、建築設計製

図の意義や役割の理解および

諸問題の解決を目指して、主

体的に学習に取り組むととも

に、建築技術者としての望ま

しい心構えや態度を身につけ

ている。 

評

価

の

方

法 

・授業態度 

・線の使い分け 

・課題提出 

・作品の表現 

・線の表現 

・問題集の取り組み状況等 

・授業準備 

・授業態度 

・課題の提出状況   

 
  



２．評価の規準（及び年間の評定）  

単元 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

３
章 

木
構
造
の
設
計
製
図 

・建築基準法の基本事項・防
火処置・内装制限および健
康環境・保守維持管理など
学び、関連法規の知識の理
解に意欲的に取り組む知
識・技能を身につけてい
る。・基礎や骨組の形式、仕
上方法、建築物の配置、階
段寸法の検討などを学び、
住宅設計の知識の理解に意
欲的に取り組むとともに、
実践的な知識・技能を身に
つけている。・平家建専用住
宅、２階建専用住宅の設計
条件や設計の要点を理解
し、設計製図の具体的な流
れの理解に意欲的に取り組
む知識・技能を身につけて
いる。 

・建築基準法の基本事項・防
火処置・内装制限および健
康環境・保守維持管理など
を常に思考・判断し、関連
法規の知識の理解に意欲的
に取り組む行動力を身につ
けている。・基礎や骨組の形
式、仕上方法、建築物の配
置、階段寸法の検討などを
常に思考・判断し、住宅設
計の知識の理解に意欲的に
取り組むとともに、実践的
な行動力を身につけてい
る。・平家建専用住宅、２階
建専用住宅の設計条件や設
計の要点を常に思考・判断
し、設計製図の具体的な流
れの理解に意欲的に取り組
む行動力を身につけてい
る。 

・建築基準法の基本事項・防
火処置・内装制限および健
康環境・保守維持管理など
に興味・関心をもち、関連
法規の知識の理解に意欲的
に取り組む態度を身につい
ている。・基礎や骨組の形
式、仕上方法、建築物の配
置、階段寸法の検討などに
興味・関心をもち、住宅設
計の知識の理解に意欲的に
取り組むとともに、実践的
な態度を身についている。・
平家建専用住宅、２階建専
用住宅の設計条件や設計の
要点に興味・関心をもち、
設計製図の具体的な流れの
理解に意欲的に取り組む態
度を身についている。 

第
４
章 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

・鉄筋コンクリート構造のも
つ特殊性を理解し、設計の
面に活用したり応用する創
造的な知識・技能を身につ
けている。 

・鉄筋コンクリート構造の建
築物・設計順序・設計方法
を理解し、建築基準法や関
連法規の検討ができる知識
の習得に意欲的に取り組む
とともに、実践的な知識・
技能を身につけている。 

・鉄筋コンクリート構造の図
面の種類と基本的な役割、
それぞれの図面のかき方の
手順を習得し、鉄筋コンク
リート構造の製図法の理解
に意欲的に取り組むととも
に、実践的な知識・技能を
身につけている。 

・構造計算書および構造計算
基準にもとづいて作成する
図面について学び、図面の
作図方法の理解に意欲的に
取り組む知識・技能を身に
つけている。 

 
・店舗付事務所、専用住宅、
集合住宅の設計条件や設計
の要点を理解し、それらの
建築物の設計製図の具体的
な流れの理解に意欲的に取
り組む知識・技能を身につ
けている。 

・鉄筋コンクリート構造のも
つ特殊性を常に思考・判断
し、設計の面に活用したり
応用する創造的な行動力を
身につけている。 

・鉄筋コンクリート構造の建
築物・設計順序・設計方法
を常に思考・判断し、建築
基準法や関連法規の検討が
できる知識の習得に意欲的
に取り組むとともに、実践
的な行動力を身につけてい
る。 

・鉄筋コンクリート構造の図
面の種類と基本的な役割、
それぞれの図面のかき方の
手順を常に思考・判断し、
鉄筋コンクリート構造の製
図法の理解に意欲的に取り
組むとともに、実践的な行
動力を身につけている。 

・構造計算書および構造計算
基準にもとづいて作成する
図面について常に思考・判
断し、図面の作図方法の理
解に意欲的に取り組む行動
力を身につけている。 

・店舗付事務所、専用住宅、
集合住宅の設計条件や設計
の要点を常に思考・判断
し、それらの建築物の設計
製図の具体的な流れの理解
に意欲的に取り組む行動力
を身につけている。 

・鉄筋コンクリート構造のも
つ特殊性に興味・関心をも
ち、設計の面に活用したり
応用する創造的な態度を身
につけている。 

・鉄筋コンクリート構造の建
築物・設計順序・設計方法
に興味・関心をもち、建築
基準法や関連法規の検討が
できる知識の習得に意欲的
に取り組むとともに、実践
的な態度を身につけてい
る。 

・鉄筋コンクリート構造の図
面の種類と基本的な役割、
それぞれの図面のかき方の
手順に興味・関心をもち、
鉄筋コンクリート構造の製
図法の理解に意欲的に取り
組むとともに、実践的な態
度を身につけている。 

・構造計算書および構造計算
基準にもとづいて作成する
図面について興味・関心を
もち、図面の作図方法の理
解に意欲的に取り組む態度
を身につけている。 

・店舗付事務所、専用住宅、
集合住宅の設計条件や設計
の要点に興味・関心を持
ち、それらの建築物の設計
製図の具体的な流れの理解
に意欲的に取り組む態度を
身につけている。 



第
７
章 

建
築
設
計
と
情
報
技
術 

・ＣＡＤシステムの概要・特
色、種類、活用例を理解
し、システムの理解に意欲
的に取り組む知識・技能を
身につけている。 

・ＣＡＤシステムの基礎知
識、ＣＡＤシステムの基本
的な構成、CAD で使用され
る共有ファイル形式を理解
し、活用する知識を身につ
けようと意欲的に取り組む
知識・技能を身につけてい
る。 

 
・図面の作成は使用するアプ
リケーションソフトによっ
て操作方法やファイル形式
が変わることなどを理解
し、ＣＡＤの適切な表現に
意欲的に取り組むととも
に、実践的な知識・技能を
身につけている。 

・情報機器による作業の効率
化を理解し、活用する知識
を身につけようと意欲的に
取り組む知識・技能を身に
つけている。 

・ＣＡＤシステムの概要・特
色、種類、活用例を常に思
考・判断し、システムの理
解に意欲的に取り組む行動
力を身につけている。 

・ＣＡＤシステムの基礎知
識、ＣＡＤシステムの基本
的な構成、CAD で使用され
る共有ファイル形式を常に
思考・判断し、活用する知
識を身につけようと意欲的
に取り組む行動力を身につ
けている。 

・図面の作成は使用するアプ
リケーションソフトによっ
て操作方法やファイル形式
が変わることなどを常に思
考・判断し、ＣＡＤの適切
な表現に意欲的に取り組む
とともに、実践的な行動力
を身につけている。 

・情報機器による作業の効率
化を常に思考・判断し、活
用する知識を身につけよう
と意欲的に取り組む行動力
を身につけている。 

・ＣＡＤシステムの概要・特
色、種類、活用例に興味・
関心をもち、システムの理
解に意欲的に取り組む態度
を身につけている。 

・ＣＡＤシステムの基礎知
識、ＣＡＤシステムの基本
的な構成、CAD で使用され
る共有ファイル形式に興
味・関心をもち、活用する
知識を身につけようと意欲
的に取り組む態度を身につ
けている。 

・図面の作成は使用するアプ
リケーションソフトによっ
て操作方法やファイル形式
が変わることなどに興味・
関心をもち、ＣＡＤの適切
な表現に意欲的に取り組む
とともに、実践的な態度を
身につけている。 

・情報機器による作業の効率
化に興味・関心を持ち、そ
れらを活用する知識を身に
つけようと意欲的に取り組
む態度を身につけている。 

1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、上記の内容を総合的に判断して決定しま

す。 

 

  



３．学習の計画と評価の観点 

 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１
学
期 

４ 

第３章 木構造の設計製
図 
１ 木構造の設計 

 外部の防火に関する法規的規制を検討し、延焼のおそ

れのある外璧・軒裏・開口部などの木造建築の防火処

置の方法について充分に理解させる。 

  ● 

２ 木造２階建専用住宅
の設計製図 
 

 図面相互の関連性を考え、「建築計画」、「建築構

造」で学んだことも合わせて、正確に、手早く、きれ

いにかけるように習得させる。 

 尺度による表示内容の精粗についても理解させ、むだ

を省き、いたずらに技巧に走らないようにする。 

 木構造の基礎の断面寸法や、小屋梁、床梁などの構造

材、垂木や根太などの補助構造材の断面寸法につい

て、教科書の表から寸法例を読み取れるようにする。 

 ２階建の場合、１階の部分を使用する室（台所・浴

室・湯沸室・ボイラー室など）は、法的な内装制限に

よって、璧・天井は準不燃材料か不燃材料で仕上げな

ければならないことを理解させる。また、必要に応じ

て換気設備の設置についても触れておく。 

 

● ●  

５ 

６ 

７ 

２
学
期 

８ 
第７章 建築設計と情報
技術 
１ ＣＡＤの概要 

 ＣＡＤを利用すると「精度の高い図面がかける」「修
正変更等が簡単に行える」「保管や検索が簡単にでき
る」「データの共有化により作業効率が向上する」等
を理解させる。 

 図面の作成は、使用するアプリケーションソフトによ

って表現方法やファイル形式が変わることを理解させ

る。 

● ●  ９ 

１

０ 

２ 建築における情報技

術の活用 

 ＶＲやＡＲ、タブレット、施工ロボットなど、建設現
場で最新の情報機器が積極的に導入されていることを
認識させる。 

 ＪＩＳ規格は、ＪＩＳ Ｂ ３４０１でＣＡＤ用語
を、ＪＩＳ Ｚ ８３１３－５でＣＡＤ用文字、ＪＩ
Ｓ Ｚ ８３２１でＣＡＤに用いる線 を規定してい
ることを認識させる。 

●   

１

１ 

第４章 鉄筋コンクリー
ト構造の設計製図 
１ 鉄筋コンクリート構造
の設計 

 鉄筋コンクリート構造に関する他科目の学習を基礎と
して、その設計のしかた・考え方、構造の特性につい
て理解・習得させる。 

 設計法の学習にあたっては「建築構造」との関連に重

点をおき、鉄筋コンクリート構造の構造法を把握さ

せ、この構造のもつ特徴を設計の面に活用・応用でき

るようにする。 

  ● 

３
学
期 

１

２ 

２ 鉄筋コンクリート構

造の製図 

 実例を通じて、鉄筋コンクリート構造の構造形式・設
計順序・設計方法を理解させ、建築物を美しく合理的
に設計する技術を身につけ、建築設計に関する総合的
な知識を養う。 

 鉄筋コンクリート構造は構造計算により部材の形状が

決まるため、構造図は重要な図面であり情報が正確に

伝わる方法で図面にまとめなければならないことを理

解させる。 

● ●  
１ 

２ 

３ 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 建築構造  

 

 
 

教   科 工業 単位数 ２ 学科・学年 建築インテリア工学科 ２年 

使用教科書 建築構造（実教出版） 

副教材等 図説 建築資料集（実教出版）、建築構造演習ノート（実教出版） 

 
 

 

「建築構造」の到達目標は 
 

  

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、建築物の構造の提案

に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

(1) 建築物の構造について荷重に対する安全性や材料の特性を踏まえて理解するとともに、関連する技術

を身に付けるようにする。 

(2) 建築物の構造や建築材料に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展

に対応し解決する力を養う。 

(3) 安全で安心な建築物の構造を実現する力の向上を目指して自ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的

に取り組む態度を養う。 

 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・ 

技能（技術） 
思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

建築物の構造や建築材料に関

する基礎的な知識の習得をも

とに、建築に関わる諸事項を合

理的かつ的確に遂行する技術

や技能を身に付け、環境への配

慮を心がけたうえで活用する

ことを理解している。 

建築物の構造や建築材料に関す

る基礎的な知識や技能の習得を

もとに、建築物の設計や施工を

するときに生じる諸問題の解決

を目指して自ら思考し、判断し

創意工夫する能力を身に付ける

とともに、その成果を適切に表

現することを考えている。 

建築物の構造や建築材料に関

心を持ち、これらに関する基礎

的な知識や技能の習得に粘り

強く取り組むとともに、学習状

況を把握し、自ら立てた学習計

画により取り組もうとしてい

る。 

評

価

の

方

法 

・定期考査、小テスト、宿題テ

スト（知識・理解を問う） 

・確認プリントやワークシー

ト、授業ノートの記述内容 

・成果物（授業ノート、授業プ

リント、レポート内容） 

 

・定期考査、小テスト、宿題テス

ト（思考・判断・表現を問う） 

・思考・判断した過程や結果を適

切に説明（表現・発言）できる。 

・確認プリントやワークシート、

授業ノートの記述内容  

・成果物（授業ノート、授業プリ

ント、レポート内容） 

 

・出席状況   

・授業準備（必要な持ち物、事

前課題提出等） 

・授業態度（身だしなみ、言葉

遣い、挙手、取組状況等） 

・成果物（レポート提出、課題

提出、授業ノート、授業プリ

ント等） 

・生徒自己評価 

・生徒相互評価 

 
  



２．評価の規準（及び年間の評定）  

単元 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

３
章 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造 

・鉄筋コンクリート構造のう

ち、おもにラーメン構造の構

造形式や構成部材、および鉄

筋コンクリート構造に用い

られる建築材料に関する基

礎的な知識を習得し、こんに

ちの技術の観察をふまえ、鉄

筋コンクリート構造に関す

る諸事項を合理的かつ的確

に遂行する技術や技能を身

に付け、環境への配慮を心が

けたうえで活用することを

理解している。 

・鉄筋コンクリート構造のう

ち、おもにラーメン構造の構

造形式や構成部材、および鉄

筋コンクリート構造に用い

られる建築材料に関する基

礎的な知識をもとに、身近な

建築物を観察し、構造形式や

構成部材、建築材料について

考え、自ら構想する建築物に

適する構造形式や構成部材、

建築材料を適切に判断し、創

意工夫する能力を身に付け

るとともに、その成果を適切

に表現することを考えてい

る。 

・鉄筋コンクリート構造のう

ち、おもにラーメン構造の構

造形式や構成部材、および鉄

筋コンクリート構造に用い

られる建築材料に関する基

礎的な知識や技能に関心を

持ち、これらの習得に向けて

粘り強く取り組むとともに、

学習状況を把握し、自ら立て

た学習計画により取り組も

うとしている。 

４
章 

鋼
構
造 

・鋼構造のうち、おもにラーメ

ン構造の構造形式や構成部

材、および鋼構造に用いられ

る建築材料に関する基礎的

な知識を習得し、こんにちの

技術の観察をふまえ、鋼構造

に関する諸事項を合理的か

つ的確に遂行する技術や技

能を身に付け環境への配慮

を心がけたうえで活用する

ことを理解している。 

・鋼構造のうち、おもにラーメ

ン構造の構造形式や構成部

材、および鋼構造に用いられ

る建築材料に関する基礎的な

知識をもとに、身近な建築物

を観察し、構造形式や構成部

材、建築材料について考え、

自ら構想する建築物に適する

構造形式や構成部材、建築材

料を適切に判断し、創意工夫

する能力を身に付けるととも

に、その成果を適切に表現す

ることを考えている。 

・鋼構造のうち、おもにラーメ

ン構造の構造形式や構成部

材、および鋼構造に用いられ

る建築材料に関する基礎的

な知識や技能に関心を持ち、

これらの習得に向けて粘り

強く取り組むとともに、学習

状況を把握し、自ら立てた学

習計画により取り組もうと

している。 

５
章 

合
成
構
造 

・合成構造の構造形式や構成部

材、および合成構造に用いら

れる建築材料に関する基礎

的な知識を習得し、こんにち

の技術の観察をふまえ、合成

構造に関する諸事項を合理

的かつ的確に遂行する技術

や技能の概要を身に付け、環

境への配慮を心がけたうえ

で活用することを理解して

いる。 

・合成構造の構造形式や鋼製部

材、および合成構造に用いら

れる建築材料に関する基礎

的な知識をもとに、身近な建

築物を観察し、構造形式や構

成部材、建築材料について考

え、自ら構想する建築物に適

する構造形式や構成部材、建

築材料を適切に判断し、創意

工夫する能力を身に付ける

とともに、その成果を適切に

表現することを考えている。 

・合成構造の構造形式や鋼製部

材、および合成構造に用いら

れる建築材料に関する基礎

的な知識や技能に関心を持

ち、これらの習得に向けて粘

り強く取り組むとともに、学

習状況を把握し、自ら立てた

学習計画により取り組もう

としている。 

1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、知識・技能（技術）を重視し総合的に判断し

て決定します。 

 
  



３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１
学
期 

２
学
期 

４ 

第３章 鉄筋コンクリー
ト構造 
１ 構造の特徴と構造形

式 

鉄筋コンクリート構造の特徴を把握させ、現在、一般

的に用いられている構造形式を理解させる。 ○ ○  １
学
期
中
間
考
査 

５ 

２ 鉄筋 鉄筋の形状や規格およびその表示方法を理解させる。 
○  ○ 

３ コンクリート 
（１ コンクリートのあ

らまし～３ 骨材） 

コンクリートの組成などあらましを把握したうえで、

コンクリートの材料となるセメント、水、骨材に要求

される性能について理解させる。 

○  ○ 

３ コンクリート 
（３ フレッシュコンク

リート～８ コンクリ

ート製品） 

フレッシュコンクリートおよび硬化後のコンクリート

の性質や特性について理解させる。コンクリートの調

合についても概略を理解させる。各種のコンクリート

やコンクリート製品は、名称や特徴のおおよそを理解

させる。 

○  ○ 
１
学
期
期
末
考
査 

４ 基礎 地盤の構成や強さと関連させて、基礎形式を理解させ

る。杭の形式や種類、注意点についても理解させる。 
○ ○ ○ 

６ 

５ 躯体 柱や梁、スラブなど躯体の構成部材を配筋を含め理解

させる。また、部材の断面寸法を考えられるようにす

る。また、耐震補強の必要性、方法の概略を理解させ

る。 

○ ○ ○ 

６ 仕上げ 
 （１ 外部仕上げ～２ 

内部仕上げ） 

仕上げ材料の名称や特徴を理解させる。また、建築物

の部位ごとに異なる自然条件や人工的な条件を把握

し、要求される性能に応じた仕上げ材料の選択ができ

るようにする。 

○ ○ ○ 

２
学
期
中
間
考
査 

 

７ 

６ 仕上げ 
 （３ 開口部～４ 階

段） 

開口部や階段の形式、部材名称、部材の配置を理解さ

せる。 ○ ○ ○ 

２
学
期 

 

８ 

７ 壁式構造 壁式構造に含まれる各種の構造形式について、力学的

特性の理解をもとに、耐力壁、壁量、厚さなどの概略

を理解させる。 

○  ○ 

９ 
８ プレストレストコン

クリート構造 

プレストレストコンクリート構造の構造形式の概略を
理解させとともに、おもな構成部材の力学的特徴も理
解させる。 

○  ○ 

１０ 

第４章 鋼構造 

１ 構造の特徴と構造形

式 

鋼構造の特徴を把握させ、現在一般的に用いられてい

る構造形式を理解させる。 ○ ○  

２
学
期
末
考
査 

２ 鋼と鋼材 鋼の特性を理解させるとともに、建築物に用いられる

鋼材の規格について理解させる。 
○  ○ 

１１ 

３ 鋼材の接合 接合の種類、方法、応力伝達の方法、接合要素の規格
を理解させる。 ○  ○ 

４ 基礎と柱脚 鋼構造に適した基礎や柱脚の種類や形式について理解
させる。 ○ ○ ○ 

３
学
期 

１２ 

５ 骨組 
 （１ 骨組の構成～4
 梁） 

骨組の特徴を把握させ、ラーメン構造とブレース構造

の構成部材とその名称、それらの働きを理解させる。

また、部材配置や部材断面を考えられるようにする。 

○ ○ ○ 
学

年

末

考

査 
１ 

５ 骨組 
 （５ 床～８ 耐震・
耐風計画） 

筋かい、耐風梁、柱脚、床、階段それぞれに求められ

る性能、および構成部材や配置について理解させる。

耐火被覆は構法の概略を理解させる。また、耐震補強

○ ○ ○ 



 

の必要性、方法の概略を理解させる。 

６ 仕上げ 外部仕上げ、内部仕上げ材料の名称や特徴を理解させ

る。開口部は、形式、部材名称、部材配置を理解させ

る。 

○ ○ ○ 

２ 

７ 軽量鋼構造と鋼管構造 軽量鋼構造と鋼管構造の特徴を把握させ、構成部材と

部材の接合方法について理解させる。 
○  ○ 

第5章 合成構造          

１ 構造のあらまし 

合成構造の特徴を把握させ、材料の特性と配置箇所を
理解させる。 ○  ○ 

２ 鉄骨鉄筋コンクリート

構造 

鉄骨鉄筋コンクリート構造の構成、使用材料、躯体の
概要を理解させる。 ○ ○ ○ 

３ 
３ コンクリート充填鋼管

構造 

コンクリート充填鋼管構造の構成、使用材料、躯体の
概要を理解させる。 ○ ○ ○ 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 建築計画  

 

 
 

教   科 工業 単位数 ２ 学科・学年 建築インテリア工学科 ２年 

使用教科書 建築計画（実教出版） 

副教材等 図説 建築資料集（実教出版）、建築計画演習ノート 

 
 

 
「建築計画」の到達目標は 

 

  

(1) 建築物の計画について住環境の快適性やエネルギーを踏まえて理解するとともに、関連する技術を身

に付けるようにする。 

(2) 建築物の計画に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解

決する力を養う。 

(3) 安全で快適な建築物を計画する力の向上を目指して自ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

建築物の計画や環境に関する

基礎的な知識の習得をもとに、

建築に関わる諸事項を合理的

かつ的確に遂行する技術を身

に付け、環境への配慮を心がけ

たうえで活用することを理解

している。 

建築物の計画や環境に関する基

礎的な知識や技能の習得をもと

に、建築物の設計や施工をする

ときに生じる諸問題の解決を目

指して自ら思考し、判断し創意

工夫する能力を身に付けるとと

もに、その成果を適切に表現す

ることを考えている。 

建築物の計画や環境に関心を

持ち、これらに関する基礎的な

知識や技術の習得に粘り強く

取り組むとともに、学習状況を

把握し、自ら立てた学習計画に

より取り組もうとしている。 

評

価

の

方

法 

・年間５回の定期考査 

・小テスト 

・授業中の発言 

・年間５回の定期考査 

・小テスト 

・授業中の発言 

・授業中の発言 

・ノートやレポートの記述 

・授業中の行動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．評価の規準（及び年間の評定）  

単元 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１
章 

建
築
と
環
境 

・建築物を取りまく環境をは
じめ、日本の気候や建築物
の内部を快適な室内気候に
するための諸要素、室内空
気汚染や換気・通風の基本
的な事項、必要換気回数の
計算方法などを理解してい
る。 

・室内環境を快適に保つため
の伝熱・結露，日照・日射、
採光・照明をはじめ、結露防
止や熱貫流率の計算方法や
日影図の作成方法などを理
解している。 

・色彩と音響の基本的な事項
をはじめ、色彩計画の進め
方や騒音防止、最適残響時
間の計算方法などを理解し
ている。 

・建築物を取りまく環境をは
じめ、日本の気候や建築物
の内部を快適な室内気候に
するための諸要素、室内空
気汚染や換気・通風の基本
的な事項、必要換気回数の
計算方法などについて思
考・判断し、表現できる能力
を身につけている。 

・室内環境を快適に保つため
の伝熱・結露、日照・日射、
採光・照明をはじめ、熱貫流
率などの計算方法や日影図
の作成方法、結露防止など
について思考・判断し、表現
できる能力を身につけてい
る。 

・色彩と音響の基本的な事項
をはじめ、色彩計画の進め
方や騒音防止、最適残響時
間の計算方法などについて
思考・判断し、表現できる能
力を身につけている。 

・建築物を取りまく環境をは
じめ、日本の気候や建築物
の内部を快適な室内気候に
するための諸要素、室内空
気汚染や換気・通風などに
関心をもち、必要換気回数
の計算方法などの理解に意
欲的に取り組んでいる。 

・室内環境を快適に保つため
の伝熱・結露、日照・日射、
採光・照明に関心をもち、熱
貫流率などの計算方法や日
影図の作成方法、結露防止
などの理解に意欲的に取り
組んでいる。 

・色彩と音響に関心をもち、色
彩計画の進め方や騒音防
止、最適残響時間の計算方
法などの理解に意欲的に取
り組んでいる。 

２
章 

住
宅
の
計
画 

・住宅の役割・種類をはじめ、
住宅を構成する基本的な空
間や住宅の性能、住宅計画
の進め方のほか、計画上の
特質などを理解している。 

・独立住宅の敷地計画，配置計
画、平面計画，立面・断面計
画、構造・設備計画、デザイ
ン・色彩計画の留意事項を
はじめ、設計への具体化な
どを理解している。 

・独立住宅の各室の形式・形
態、適正な規模，設備、位置
などをはじめ，さまざまな
条件に対応した各室の計画
の方法などを理解してい
る。 

・バリアフリーやユニバーサ
ルデザインについての基本
的な事項とバリアフリー住
宅の計画上の基準を理解し
ている。 

・独立住宅の計画の順序をは
じめ、エスキスや図面の表
現方法、実践的な計画の進
め方を理解している。 

・住宅の役割・種類をはじめ、
住宅を構成する基本的な空
間や住宅の性能、住宅計画
の進め方のほか、計画上の
特質などについて思考・判
断し、表現できる能力を身
につけている。 

・独立住宅の敷地計画、配置計
画、平面計画、立面・断面計
画、構造・設備計画、デザイ
ン・色彩計画の留意事項を
はじめ、設計への具体化に
ついて思考・判断し、表現で
きる能力を身につけてい
る。 

・独立住宅の各室の形式・形
態、適正な規模、設備、位置
などをはじめ、さまざまな
条件に対応した各室の計画
の方法などについて思考・
判断し、表現できる能力を
身につけている。 

・バリアフリーやユニバーサ
ルデザインについての基本
的な事項とバリアフリー住
宅の計画上の基準について
思考・判断し、表現できる能
力を身につけている。 

・独立住宅の計画の順序をは
じめ、エスキスや図面の表
現方法、実践的な計画の進
め方について思考・判断し、
表現できる能力を身につけ
ている。 

・住宅の役割・種類をはじめ、
住宅を構成する基本的な空
間や住宅の性能、住宅計画
の進め方に関心をもち、計
画上の特質などの理解に意
欲的に取り組んでいる。 

・独立住宅の敷地計画，配置計
画、平面計画，立面・断面計
画，構造・設備計画、デザイ
ン・色彩計画に関心をもち、
設計への具体化などの理解
に意欲的に取り組んでい
る。 

・独立住宅の各室の形式・形
態、適正な規模、設備，位置
などに関心をもち、さまざ
まな条件に対応した各室の
計画の方法の理解に意欲的
に取り組んでいる。 

・バリアフリーやユニバーサ
ルデザインに関心をもち、
バリアフリー住宅の計画上
の基準の理解に意欲的に取
り組んでいる。 

・独立住宅の計画の順序をは
じめ、エスキスや図面の表
現方法に関心をもち、実践
的な計画の進め方の理解に
意欲的に取り組んでいる。 



第
３
章 

各
種
建
築
物
の
計
画 

・都市における都市計画の目
的や理念をはじめ、都市計
画の基本的なしくみなどを
理解している。 

・都市計画法の目的をはじめ、
都市計画の種類や内容，都
市計画の進め方などを理解
している。 

・建築と地域の計画の係わり
をはじめ、都市に建築物を
計画するときや新しい市街
地を計画するときの配慮す
べき事項などを理解してい
る。 

・まちづくりをはじめ、それぞ
れの地域の特性を生かした
環境づくりの実現化の方法
などを理解している。 

・都市における都市計画の目
的や理念をはじめ、都市計
画の基本的なしくみなどに
ついて思考・判断し、表現で
きる能力を身につけてい
る。 

・都市計画法の目的をはじめ、
都市計画の種類や内容、都
市計画の進め方などについ
て思考・判断し、表現できる
能力を身につけている。 

・建築と地域の計画の係わり
をはじめ、都市に建築物を
計画するときや新しい市街
地を計画するときの配慮す
べき事項などについて思
考・判断し、表現できる能力
を身につけている。 

・まちづくりをはじめ、それぞ
れの地域の特性を生かした
環境づくりの実現化の方法
などについて思考・判断し、
表現できる能力を身につけ
ている。 

・都市における都市計画の目
的や理念に関心をもち、都
市計画の基本的なしくみな
どの理解に意欲的に取り組
んでいる。 

・都市計画法の目的をはじめ、
都市計画の種類や内容など
に関心をもち、都市計画の
進め方などの理解に意欲的
に取り組んでいる。 

・建築と地域の計画の係わり
に関心をもち、都市に建築
物を計画するときや新しい
市街地を計画するときの配
慮すべき事項などの理解に
意欲的に取り組んでいる。 

・まちづくりに関心をもち、そ
れぞれの地域の特性を生か
した環境づくりの実現化の
方法などの理解に意欲的に
取り組んでいる。 

 

1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、知識・技能（技術）を重視し総合的に判断し

て決定します。 

 
  



３．学習の計画と評価の観点 

 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 第1章 建築と環境 

１  建築と環境の概要 

 

・建築物を取り巻く環境の要素と建築物の内部を快適に

する方法について理解させる。 

 〇 〇 

１
学
期
中
間
考
査 

２ 屋外建築と室内環境 
 
 

・日本の気候、および建築物の内部を快適な室内気候に

するための諸要素について理解させる。 

〇 〇  

５ ３ 換気と通風 

 

 

・室内環境を快適に保つための換気と通風の基本的な事

項、およびその計画上の基準について理解させる。 

〇 〇  

４ 伝熱と結露 

 

 

・建築物の各部に生じる熱の移動のしくみ、および断熱

方法について理解させる。 

〇 〇  

６ ５ 日照と日射 

 

 

・建築物と日照・日射の関係をはじめ、配置計画や平面

計画との関連性について理解させる。 

〇 〇  

１
学
期
期
末
考
査 

６ 採光と照明 

 

 

・室内環境を快適に保つための採光と照明についての基

本的な事項，およびその計画上の規準について理解させ

る。 

〇 

 

〇  

７ ７ 色彩 

 

 

・色彩の基本的な事項、およびその計画方法について理

解させる。 

〇 〇  

８ 音響 

 

 

・室内環境を快適に保つための騒音防止や音響設計の基
本的な事項について理解させる。 

〇 〇  

２
学
期 

８ 

 

９ 

２章 住宅の計画 
１ 住宅の意義 

 

 

・住宅の役割や種類のほか、住宅を構成する基本的な空

間や住宅の性能を示し、その計画上の特質について理解

させる。 

 〇 〇 

２
学
期
中
間
考
査 

１０ ２ 住宅建築の進め方 
 
 

・住宅地に建つ標準的な独立住宅の計画を示し、建築計

画の進め方について理解させる。 

〇 〇  

１１ ３ 全体計画 
 
 

・独立住宅の敷地計画、配置計画、平面計画、立面・断
面計画などの留意事項を示し、設計への具体化について
理解させる。 

〇 〇 〇 

２
学
期
末
考
査 

４ 各部の計画 
 
 

・独立住宅における各室の形状、形態、適正な規模など
を示し、さまざまな条件に対応した各室の計画の方法に
ついて理解させる。 

〇 〇 〇 

１２ ５ バリアフリーとユニ
バーサルデザイン 

 
 

・バリアフリーやユニバーサルデザインについての基本

的な事項とバリアフリー住宅の計画上の基準を理解させ

る。 

〇 〇 〇 

３
学
期 

１ 第３章 各種建築物の計

画 

１ 集合住宅の計画 

 

 

・集合住宅の役割や種類、住棟の配置計画,共用空間と住
戸の平面計画,立面・断面計画の留意事項、および住戸形
式と適正な規模などを示し、集合住宅の計画の方法につ
いて理解させる。 

〇 〇 〇 

学
年
末
考
査 

２ 

 

３ 

２ 事務所の計画 

 

 

 

 

・事務所の役割や種類、用途構成、配置計画、平面計
画、立面・断面計画の留意事項、および事務所を構成す
る各室の形式や適正な規模などを示し、事務所の計画の
方法について理解させる。 

〇 〇  



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 建築構造設計  

 

 
 

教   科 工業 単位数 ２ 学科・学年 建築インテリア工学科 ２年（選択） 

使用教科書 建築構造設計（実教出版） 

副教材等 基礎から学ぶ建築構造設計（実教出版） 

 
 

 
「建築構造設計」の到達目標は 

 

  

（1）構造物の設計について構造物の安全性を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるよ

うにする。 

（2）構造物に関する力学的な課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応

し解決する力を養う。 

（3）安全で安心な構造物を設計する力の向上を目指して自ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取

り組む態度を養う。 

 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

構造物の設計について構造物

の安全性を踏まえて理解して

いるとともに、関連する技術を

身に付けている。 

構造物に関する力学的な課題を

発見し、技術者として科学的な

根拠に基づき工業技術の進展に

対応し解決する力を身に付けて

いる。 

安全で安心な構造物を設計す

る力の向上を目指して自ら学

び、建築の発展に主体的かつ協

働的に取り組む態度を身に付

けている。 

評

価

の

方

法 

・年間５回の定期考査 

・小テスト 

・授業中の発言 

・年間５回の定期考査 

・小テスト 

・授業中の発言 

・授業中の発言 

・ノートやレポートの記述 

・授業中の行動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

１章 

１節 建築物に働く力 

 

２節 力の基本 

 

 

３節 構造物と荷重および

外力 

 

 

４節 反力 

 

 

 

５節 安定・静定 

建築物を観察し、建築物に

働くさまざまな力を理解し

ている。 

力に関する基本的な内容、

力の合成と分解および力の

釣合いを理解している。 

支点と節点、荷重および外

力の特徴および力学上の扱

い方を理解している。 

 

構造物を支える支点に生

じる反力と反力の求め方を

理解している。 

 

構造物の安定・不安定、静

定・不静定について、その概

要を理解している。 

構造物に働く力に関する

課題を見いだすとともに解

決策を考える。 

力、力の合成と分解および

力の釣合いについて、課題を

見いだすことができる。 

支点と節点、荷重および外

力の特徴および力学上の扱

い方について課題を見いだ

すことができる。 

構造物を支える支点に生

じる反力と反力の求め方に

関する課題を見いだすとと

もに解決策を考える。 

構造物の安定・不安定、静

定・不静定について、論理的

に考察し、課題を見いだすと

ともに解決策を考える。 

建築物に働く力の分類お

よびその影響に関して自ら

学びことができる。 

力の基本に関心を持ち、力

の働きについて主体的に学

ぶことができる。 

支点と節点、荷重および外

力に関心を持ち、構造物と荷

重および外力について、主体

的に学ぶことができる。 

構造物を支える支点と反

力に関心を持ち、主体的かつ

協働的に取り組もうとして

いる。 

構造物の安定・不安定、静

定・不静定に関心を持ち、そ

の判定方法について主体的

に取り組もうとしている。 

２章 

１節 構造物に生じる力 

 

２節 静定梁 

 

 

 

 

 

 

３節 静定ラーメン 

 

 

４節 静定トラス 

 

 

 

静定構造物に働く力につい

て力のつり合い条件や応力を

踏まえて理解している。 

単純梁と片持梁の解法を

理解ししているとともに、荷

重の種類に応じた部材に生

じる力を力の釣合い条件に

より求め、せん断力と曲げモ

ーメントの関係を図で表す

技術を身に付けている。 

片持梁系ラーメン、単純梁

系ラーメン、３ピン式のラー

メンの解法を理解している。 

 

静定トラスの力学的特徴

と種類、節点法と切断法の解

法を理解している。 

構造物の力学的な特性に着

目して、構造物に働く力に関

する課題を見いだせる。 

単純梁と片持梁の特徴、荷

重とせん断力と曲げモーメ

ントの関係に関する課題を

見いだすとともに科学的な

根拠に基づき結果を検証し

改善している。 

 力の釣合条件を考え、片持

梁系ラーメン、単純梁系ラー

メン、３ピン式のラーメンの

解法に関する課題を見いだ

せる。 

静定トラスの力学上の特

徴と力の釣合条件を考える

ことができる。 

静定構造物に働く力につ

いて自ら学び、主体的に取り

組むことができる。 

単純梁や片持梁に関心を

持ち、その解法に関心を持

ち、主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

持梁系ラーメン、単純梁系

ラーメン、３ピン式のラーメ

ンの解法について関心を持

ち、主体的かつ協働的に取り

組む態度を身に付けている。 

 

静定トラスに関心を持ち、

その解法について主体的か

つ協働的に取り組もうとし

ている。 

第３章 

１節 断面の性質 

 

２節 構造材料の力学的性

質 

 

 

 

３節 部材に生じる応力度 

 

 

 

４節 梁の変形 

部材に関する力学につい

て応力度や断面の力学的性

質について理解している 

部材断面に生じる垂直応

力度、せん断応力度とひずみ

度の関係、部材の強さの判

定、弾性、塑性の概念及びフ

ックの法則を理解している。 

 曲げ材、引張材および圧縮

材に生じる応力度について

の理論と求める方法を理解

している。 

梁の変形から不静定構造

物を解くための基本概念が

導き出されていることを理

解しているとともに、モール

の定理を活用し、たわみおよ

びたわみ角を求めることが

できる。 

部材断面に生じる力と変

形の関係に関する課題を見

いだすとともに解決策を考

え、科学的な根拠に基づき結

果を検証し改善している。 

部材の強さや変形に関す

る課題を見いだすとともに

解決策を考え、科学的な根拠

に基づき結果を検証し改善

している。 

曲げ材、引張材および圧縮

材に生じる応力度の求め方

に関する課題を見いだすと

ことができる。 

たわみとたわみ角に関す

る課題を見いだすとともに

解決策を考え、科学的な根拠

に基づき結果を検証し改善

している。 

部材の設計について自ら学

び、安全で安心な構造物の設

計に主体的かつ協働的に取

り組もうとしている。 

構造材料の力学的性質と

応力度に関心を持ち、材料の

強さについて主体的かつ協

働的に取り組もうとしてい

る。 

部材の断面設計に関心を

持ち、部材に生じる応力度お

よび部材の強さについてに

主体的かつ協働的に取り組

もうとしている。 

梁の変形について関心を

持ち、不静定構造物を解くた

めの基本原理について主体

的かつ協働的に取 

り組もうとしている。 

1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、知識・技能（技術）を重視し総合的に判断し

て決定します。 



３．学習の計画と評価の観点 

 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 

第1章 構造物に働く力 

 １．建築物に働く力 

  ・いろいろな構造物 

  ・力学的に見た建築物 

・建築物にさまざまな影響を与える荷重と外力に関する基本的な

内容を理解させる。 

・実際の構造物を構造設計するうえで必要な力学上の仮定や設定

について理解させる。 

〇 〇 

 

 

１
学
期
中
間
考
査 ５ 

 ２．力の基本 

  ・力 

  ・力の合成と分解 

  ・力の釣合い 

   

・力と力のモーメントについて、基本的な内容を理解させる。 

・力の合成および分解を身近な事象を例に理解させる。 

・力の釣合条件は、力学の重要な基礎・基本であり、演習や演示

実験を通して着実に理解をさせる。 

・図式解法の検証を含めて算式解法を説明し、力の合成・分解を

正しく理解させる。 

〇 〇  

３．構造物と荷重および外力 

  ・支点と節点 

  ・荷重および外力 

  

・実際の構造物の支点および節点を観察させ、力学上の特徴を理

解させる。 

・荷重および外力の働く状態や表し方など力学上の扱い方につい

て理解させる。 

〇 〇  

６ 
４．反力 

  ・反力 

・反力は、外力と支点の生じる力の釣合条件から求められること

を理解させ、その求め方を習得させる。 

〇 

 

〇  
１
学
期
期
末
考
査 

７ 

５．安定・静定 

  ・構造物の安定・不安定 

  ・構造物の静定・不静定 

 

・構造物に外力が作用しても構造物が形を崩したり移動してはな

らないことを理解させ、構造物が安定であるための条件を考察さ

せる。構造物の安定・不安定について理解させる。 

・構造物の安定・不安定および静定・不静定の見分け方を学ぶ。 

〇 〇 〇 

２
学
期 

８ 

第２章 静定構造物の部材に

生じる力 

１．構造物に生じる力 

 ・構造物に生じる力の種類 

 ・部材に生じる力の求め方

と表し方  

・構造物を観察させ、部材に生じる力は部材の変形に対応してい

ることを理解させる。また、部材に生じる力は大きさが等しく、

向きが反対の一対の力であることを理解させる。 

・部材に生じる力（軸方向力・せん断力・曲げモーメント）の種

類を理解させる。 

〇 〇  

２
学
期
中
間
考
査 

９ 
２．静定梁 

  ・単純梁、片持梁 

・静定梁の解き方を理解させ、軸方向力図・せん断力図および曲

げモーメント図の求め方および表し方を習得させる。 

〇 〇  

１０ 

３．静定ラーメン 

  ・片持梁系ラーメン 

  ・単純梁系ラーメン 

・静定ラーメンの解き方を理解させ、軸方向力図・せん断力図お

よび曲げモーメント図の求め方および表し方を習得させる。 

〇 〇  

１１ 

４．静定トラス 

  ・トラス部材に生じる力 

  ・節点法 

  ・切断法 

・トラス構造の考え方と特性を理解させ、力の釣合条件からトラ

ス部材に生じる力を求めることができることを理解させる。 

・節点法について理解させ、図式解法（クレモナ図）・算式解法

で各部材の応力が解けるようにする。 

・切断法について理解させ各部材の応力が求められるようにする 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

２
学
期
末
考
査 

１２ 

第３章 部材の性質と応力度 

１．断面の性質 

 ・断面一次モーメント 

 ・断面二次モーメント 

・基本的な断面の諸係数のそれぞれの使われ方を理解させ、その

計算ができるようにする。 

・部材の強さや変形は、諸係数によって決まる事を理解させる。 

〇 〇 〇 

３
学
期 

１ 

２．構造材料の力学的性質 

 ・応力度 

 ・ひずみ度 

 ・弾性体の性質 

 ・材料の強さと許容応力度 

・部材の断面に作用する力と変形に関する基本的事項について考

察を深めさせ、部材の強さと変形の両面から部材の断面計算を理

解させる。 

・応力度の考え方について理解させる 

・ひずみ度の考え方について理解させる。 

〇 〇 〇 

学
年
末
考
査 ２ 

 

３ 

３．部材に生じる応力度 

 ・曲げモーメント、引張力

圧縮力を生じる部材 

４．梁の変形 

 ・たわみとたわみ角 

 ・反曲点 

・曲げ材、引長材および圧縮材の断面に生じる応力度を求められ

るようにし、その安全性について検討できるようにする。 

・座屈の現象に関して理解を深め、座屈に関わる基本的事項を確

認させる。 

・梁の長さや断面、支点の支持条件により、たわみおよびたわみ

角の生じ方が変化することを理解させる。 

〇 〇 〇 
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